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高齢化社会への対応は，日台共通の重要課題です。台湾では外国人労働者による介護サービスに大きく依存しているため、提供され

るサービスの質の問題が生じており、台湾出身の高度な介護人材の育成・確保が急務となっています。こうした状況を鑑み、当協会で

は、2018 年に台湾の介護士や行政機関の方々に日本の介護制度や介護サービスを学んで頂く機会を提供する「台湾人介護・福祉専門家

育成事業」を立ち上げました。第一期生は 2018 年9月から2ヶ月間、10 名の介護士等に長野県の佐久大学で日本語学習と日本型介護

の理論と実習を行いましたが、そのうち2名の感想をご紹介いたします。

【日本の佐久大学での介護学習の旅】
私は陳秀満です。偶然が重なって長期介護の世
界に入り込んだ、まだまだ駆け出しの子羊です。
介護現場の最前線で4年間ケアサービスに従事し
てきた私が、日本台湾交流協会の実施する台湾人
介護・福祉専門家育成事業訪日研修プログラムへ
参加する機会を得られたことを、非常光栄に思う
と共に大変感謝しています。

【日本の佐久大学への介護学習の旅へ出発】
「介護」という言葉だけを取ると簡単な表現に
見えますが、身体、心理、感覚器官、思考及び行
為といったものが奥深く関わっており、高い専門
性が必要とされます。また介護とは、私たちに
とって将来の生活スタイルとなるものです。

【「介護」は生活の中のあらゆる行為】
介護等では不便な身体のため、掃除や食事など
日常のあらゆることを行うことをサポートする必
要があります。その中で、私にとって最も深く知
り学びたいことは、身体と生活の拘束状況です。
特別養護老人ホームみついの研修では、実際の

実習と高齢者との双方向のやり取りを通して、身
体拘束は行われておらず、心も体も自由でリラッ
クスしており、高齢者たちはしっかりと四季の変
化を感じることができ、自由に快適な生活を送れ
ていることを知ることができました。
この介護施設で、小林美恵先生と森泉衣子先生

が身体拘束の経験について交流する時間を手配い
ただき、「介護施設は高齢者の生活をケアする場
所であり、高齢者がこうした生活を送るために障
害となるようなことはしてはいけない」と教えて
くれました。高齢者たちを拘束すると身体機能の
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低下を招き、精神状態も悪化し、心の不安も感じ
てしまうことなどで、介護スタッフの皆さんも仕
事へのやり甲斐を感じられなくなってしまいま
す。また、高齢者のご家族にとっても、後ろめた
さや恐れを感じることになります。こうした判断
から、先生たちは大きな決断をし、自らの手で高
齢者を身体拘束していた紐を切ったそうです。小
林先生も森先生も、紐を切る瞬間は非常に躊躇し
たということですが、高齢者の方々のため、拘束
の紐を全て切ったと語られていました。
小林先生も森先生も最初の一週間は、高齢者の
方達を大解放したことに不安も感じていました
が、高齢者の皆さんも少しずつ生活の歩調に慣れ
ていきました。介護施設では、安心で寛いだ雰囲
気が生まれ、高齢者の皆さんの感情も自然と安定

し、全てが日常生活に戻り、介護スタッフもモチ
ベーションが上がっていきました。身体拘束は体
に痛みを与え、認知症を悪化させるとともに、高
齢者のご家族にも苦しみをもたらすものとなって
いたのです。

【台湾の介護施設における身体拘束の愛と壁】
日本での2か月間の介護学習の旅を終え、職場

に復帰した際、私は茫然としました。
職場に復帰し、私が目の当たりにしたのは日本

の介護施設とは全く異なる形態だったのです。か
つて私が慣れ親しんでいた全て。しかし、私は力
になることができず、茫然としたのです。この施
設では身体拘束がいとも簡単に行われていまし
た。軽いものでは行動の制限、深刻なものであれ
ば身体拘束をしています。こうした高齢者の中
で、私が忘れられない方がいます。日常の生活で
は車椅子に紐で縛り付けられ、夜寝る時間になる
とベッドに手足を縛られていました。こうした措
置は、経鼻胃管が抜かれないこと、そして転倒を
防止するために行われていたものです。
私は、この苦しみをどのようにしてサポートで

きるのか考え始め、先ず、介護スタッフに経鼻胃
管を外すことができるかどうか聞きました。笑い
ながら、「何でも理想的に解決できないのが人生
でしょ。」、「経鼻胃管を外してみても良いけど、痰
や食べ物が喉に詰まった時、誰が責任を持ち処理
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に当たるの？家族はこのことに同意すると思
う？」と聞き返されてしまいました。経鼻胃管を
繰り返し取り外していると感染の恐れも出てきま
す。この側面から糸口を探るのは難しいと感じ、
先ずは身体拘束を解放することはできないかと考
えました。しかし、同僚が語ったとおり、何でも
理想的には解決できません。身体拘束をすれば最
も簡単にケアできるのに、どうして仕事の負担を
増やすような提案をするのかと、同僚からも煙た
がられるようになってしまいました。
看護部門が同意せず、同僚にも受け入れられず、
どうしようもなくなってしまい、恐怖と無力感で、
私自身もモチベーションを失ってしまいそうにな
りました。そのため、私は直接看護部長にこのこ
とを相談し、自分がやりたいと思っていることを
伝えました。話を聞いた看護部長は、私を強く励
まし、一緒になって高齢者の状況について話し合
い、ケアのプロセスを策定し、家族とも経鼻胃管
を取り外すし身体拘束を解く可能性について状況
を話し合ってくれました。施設の高齢者の方々に
春がやってきたのです。看護部長には心から感謝
しています。
当初、高齢者が激しく動くなど、介護スタッフ
も焦りを感じ、看護スタッフも不安を感じ緊張が
走りました。私は、小林美恵先生及び森泉衣子先
生のようにずっとスタッフを励まし、年長者の過
去の生活習慣を理解し、私たちの施設で生活でき
るよう訓練し、自宅に戻ったかのような感覚を持
てるよう努力した結果、高齢者の方々も少しずつ
落ち着きを取り戻していきました。こうした状況
が徐々に軌道に乗り、高齢者の思考も改善しまし

た。また、高齢者の方が我々スタッフに感謝の言
葉を伝えた時には、自分の心が愛と温もりでいっ
ぱいになりました。身体拘束は他人の行為や能力
を制限する最悪の介護のやり方であり、高齢者の
気持ちを理解し、彼らの立場に立って物事を考え
ることが大切です。

【感謝】
日本台湾交流協会とアジアンワイズには、行き

渡った介護学習を手配していただき心から感謝い
たします。また、佐久大学理事長、校長、また我々
が日台介護の発展、介護の仕事を行うための重要
な使命と将来を理解できるように研修プログラム
を計画実施いただき感謝いたします。そして、特
別養護老人ホームみついの高齢者及び介護スタッ
フの皆様にも、貴重な経験を共有いただき、我々
に介護の大切さを教えてくださったことに感謝し
ます。
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【面接合格と訪日前の準備】
皆様ご存知のとおり、日本は世界で最も高齢化
が深刻な国です。それ故に日本は、早くから介護
を発展させるとともに、介護保険も推進し、各国
の学びの対象となってきました。
日本台湾交流協会が佐久大学とアジアンワイズ
とともに、この訪日研修プロジェクトを実施する
と知るや、私はこの訪日研修プログラムへの参加
のチャンスを得て、日本における長期介護の推進
状況を学ぶため、必死になって家族や上司を説得
しました。幸運なことに、その後、面接試験に合
格し、訪日研修のチャンスを手にすることができ
ました。合格したことに非常に興奮するととも
に、日本で学ぶに当たって自らに目標を設定し、
日本において深く観察し、学ぶことができるよう
努めました。台湾では 2016 年から長期介護 10 年
計画を長期介護 2.0 へとバージョンアップし、介
護リソース配置の面においても、人々の利用率の
面においても、長期介護は顕著に進歩・成長して
います。しかしながら、依然として解決を要する
困難な課題が存在することも実情です。介護従事
者の人手不足、都市と地方における介護リソース
カバー率の不均衡、スマート介護の発展、各施設
における看護の質の管理などが例として挙げられ
ます。これらは全て私が日本での研修を通じて深
く観察し、学びたい主要なテーマでした。このほ
か、私個人の仕事として、台南市の長期介護管理、
長期介護リソース管理及びリソースの設置、長期

介護の質の監督を担っており、常日頃から業務の
関係で長期介護人材育成にかかる協力を求められ
ます。故に、自分自身の専門知識をレベルアップ
し、実務に応用することによって台湾の長期介護
人材の育成のサポートし、台湾全体の長期介護の
質と国際競争力の向上に繋げたいと考えました。
一方、訪日研修に対して大きな期待を抱いてい

ましたが、当初は緊張もし、言葉や文化、風習、
生活習慣も異なるため、日本での生活に適応でき
ないのではないかと不安も持っていました。幸
い、2度の事前説明会を通じ、研修への理解を更
に深めることができたので、私が胸に抱えていた
不安は大きく軽減されました。訪日前の記者発表
会に参加した後には、これから始まる訪日研修に
自信満々で挑むことができました。
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【日本での研修】
（日本語に悪戦苦闘）
日本に到着し、2か月間の研修プログラムがス
タートしました。プログラムには2つの重点があ
ります。一つは基礎日本語と日本文化理解、もう
一つが長期介護施設の視察と同施設での実務研修
です。
始めの1か月は、日本語と日本文化の習得を重
点に取り組みました。場所は長野県の佐久短期大
学です。佐久は非常に美しい場所で、日本で最初
に地域包括ケアが発展したモデル地域です。台湾
は今まさに、これを参考にABC コミュニティ包
括ケアサービスを推進しています。私はここで長
期介護の研修を受けることができることをとても
嬉しく思いました。
日本語の学習は、私にとって非常に頭が痛く苦
しいものでした。特に、初めて 50 音に接した時
は、何度も壁にぶつかり、もう投げ出したいとい
う思いが何回も沸き起こりました。幸いにも、先
生に辛抱強く指導してもらった結果、徐々に壁を
克服することができ、施設では日本語を使って住
人の方々とコミュニケーションが取れるまでにな
りました。
壁にはぶつかったものの、基礎日本語と長期介
護施設の常用のコミュニケーション言語を学んだ

ため、見習いとして施設に入る際に、言葉でコミュ
ニケーションを図り、施設の住人と深く、密接な
意思疎通をすることができ、こうした意思疎通が
できたからこそ、住人の方々が私たちのことを受
け入れてくれたのだと思います。このようにし
て、私たちは日本の介護精神を深く観察し学ぶこ
とができたとともに、大いに啓発されました。日
本文化を習熟するための学習も、私たちが施設で
諸先輩方の考え方をより受け入れやすく、また、
彼らの文化に溶け込む上で非常に役立ち、現地の
文化を理解できず誤解を生じてしまうといった問
題を避けることができたと思います。

（実際の介護現場へ）
2か月目は、各長期介護施設へ赴き、実際に施

設の中に入って実務研修を行いました。私たちは
佐久病院、小規模且つ多機能の介護センター、デ
イケアセンター及び老人ホームを訪れました。
個々異なるニーズに基づいて、日本は各種異なる
形態の長期介護モデルを発展させてきました。在
宅サービス、地域密着サービス、施設サービス、
いずれの長期介護モデルであっても、私が日本で
見たことは、介護現場おいて個別の案件を尊重し
ており、それを口先だけでなく、実際の介護の中
で実行している姿です。例を挙げると、高齢者を
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身体拘束せず、そのことが立法規定に明記されて
います。個別の案件を尊重しようとする意志は、
個別の生活習慣に沿って介護を提供するというと
ころに表れており、施設の介護標準規定に基づい
て個別の案件を処理することはしません。効果の
無い医療は推奨しない（例えば経鼻胃管、気管切
開、救急）・・・等。このほか、個別案件を重視す
る以外に、日本は介護福祉士（台湾の照顧服務員）
の仕事の安全も非常に重視し、仕事中の怪我を回
避するための各種措置を策定しています。この中
には、例えば、高齢者の身体を移動する際の効率
的な技術を習得するための訓練の実施、或いは、
高齢者の移動をサポートする機器を使用し介護従
事者の腰の損傷を防ぐといったことが挙げられま
す。さらに、日本は個別の案件において、被介護
者が可能な限り自分自身の力を最大限発揮し、自
立した生活を送ることを推奨しています。これ
は、台湾の文化でもある全て助けてあげようとす
る考えとは異なる点です。

【日本での経験を台湾の介護関係者へ】
日本での2か月間の研修を通じ、非常に多くの
ものを見、多くのことを学びました。しかし、私
が最も感動させられたことは、個別の案件への尊
重であり、それぞれの状況に基づいた独立した対
応が行われていること、そして、施設で働く介護
従事者を大切していることです。
台湾へ戻った後、現在担当している業務が介護
管理・監督指導であるため、常日頃からケアマネー
ジャー、介護福祉士、在宅サービス監督・指導及
び介護学部学生といった介護実務従事者を支援す
るため講義を行うことが求められています。私自
身、こうした講義の機会に日本で習得した介護の
知識や技術或いは観念を受講者に伝え、繰り返し
教えることによって、受講者の方々にどのように
介護の現場で活用していくのかを理解できるよ
う、また、個別の案件に応じた運用できるよう努

めています。
それぞれの高齢者が可能な限り自立した生活を

送ってもらうという観念はとても重要です。現
在、台湾は新たにリハビリサービスを推し進めて
いるのは、まさにこうした観念に基づくものです。
リハビリサービスを通じて、それぞれの高齢者が
最適な生活能力を取り戻してくれるようになるこ
とを期待しています。しかし、この観念は台湾の
看護文化と相容れない部分もあり、なかなか順調
には進んでいません。しかし、日本の可能な限り
高齢者に自立を促すという看護の観念を基に説明
を行うことにより、リハビリサービスと相互に呼
応できれば、サービスを受ける人や長期介護サー
ビスに従事する人も比較的容易に理解でき受け入
れられるのではないかと思います。

【訪日研修に参加して】
長期介護はとても深い学問であり、各々の高齢

者の実際の需要を理解・尊重し、介護をそれぞれ
の高齢者の生活の中で実施していくことが大切で
す。日本で研修に参加して学んできたものを、台
湾へ戻った後に実際の仕事の中で活用することが
でき、また、講義を通じて日本で習得したものを
長期介護サービス従事者に伝えることもでき、と
ても嬉しく感じています。一個人のできることに
は限りがありますが、長期にわたって努力を続け
ることによりそれも力となります。台湾の長期介
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護がより整った、より良いものとなるよう、また、
長期介護を必要とする人が充分に、そして尊重さ
れ、高齢者の日常生活に寄り沿った介護を受けら
れる環境が築かれていくことを望んでいます。

交流 2019.11 No.944

― 23 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


